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なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）
●都市近郊の自然豊かな町であるにもかかわらず、人口減少、少子高齢化の傾向が顕著であった。
●地区人口の減少以上に児童数の減少が著しく、学校運営や子どもの学びにも影響があった。
●学校を地域、大学、行政、企業など様々な人が集い交流するターミナルとして位置付け、
学校の活性化を地域の活性化につなげることが地域に根差した学校づくりであると考えた。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●健康・体づくり教育の充実を図るため生活習慣調査と体育の授業改善や運動の工夫など、
学校全体で楽しみながらできる取組みを実施した。
●健康・体づくり教育を推進するにあたって、地域の特徴を活かした食育を推進した。
●地域の方々と教職員が楽しみながらつながった。

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●地域の人たちとの交流を通して、相手が喜ぶことが自分の喜びに変わり、自分たちの
自己肯定感や新たな気付きへとつながった。
●保健室来室数が減少した（けが・心理的要因のどちらも減少した）。
●学校の教育活動により一層、関心が高まり、学校行事や児童が参加する地域の交流の
場への参加者が増えた。

ひと・まち・つながる教育

岬町立深日小学校
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ひと・まち・つながる教育
岬町立深日小学校

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

（１）「ひと・まち・つながる」教育について

（２）「ひと・まち・つながる」体づくり

（３）「ひと・まち・つながる」健康教育

（４）「ひと・まち・つながる」食育

（５）「ひと・まち・つながる」教育のひろがり

２．取組みの成果について

（１）子どもたちの変容について

（２）まとめ
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（１）「ひと・まち・つながる」教育について

岬町立深日小学校

＜「ひと・まち・つながる」教育の目的＞

○ 年間を通して全学年が教科を横断しながら自然豊か
な岬町の特性を活かしつつ、地域の「少子高齢化」に対し、
子どもが主体的に試行錯誤しながら、地域の活性化に関
わっていけるようにする。

○ 子どもが学校・地域・大学・行政・企業等と多様なか
かわりを持ち、学びを広げ、深めることで郷土や地域に誇り
や感謝の気持ちをもてるようにする。

岬町は、大阪府南部に位置し、都市近郊の自然豊かな
町であるが、人口減少、少子高齢化の傾向が顕著であった。
地区人口の減少以上に児童数の減少が著しく、学校運営
や子どもの学びにも影響があった。

そこで、学校を地域、大学、行政、企業など様々な人が集
い交流するターミナルとして位置付け、学校の活性化を地域
の活性化につなげることが地域に根差した学校づくりであると
考えた。

これまでも、地域との連携は進めてきていたが、様々な取組
みを教科等横断的な視点でどう組み立てていくのかを意識し
たカリキュラム・マネジメントを推進するにあたっては、地域の人
的・物的資源をどのように捉え、地域の方の願いや思いを把
握し、つながっていくことがカギになると考えた。

子どもたちが地域の方々と出会い、自然・文化・環境等に
ふれ合いながら、主体的に学びを深められるよう、右上囲み
に示した「ひと・まち・つながる」教育の目的を設定した。

「体づくり」・「健康教育」・「食育」を中心に据えて、子どもたち
につけたい資質・能力を意識しながら、目的の達成をめざした。



平成27年度の全国体力・運動能力・生活習慣等調査において、深日小学校の児童の体力面での課題が顕在化する
こととなった。その課題解決に向けて、大阪府の子ども体力づくりサポート事業の対象校となり、岬町教育委員会と和歌山
大学教育学部保健体育専攻の教授から指導・助言を得られることとなった（下記事例参照）。これをきっかけとして、子ど
もたちの体づくりだけでなく、教員の指導力の向上に向けた取組みが行われることとなった。その結果、平成30年度の同調
査結果において、深日小学校の取組みがスポーツ庁のホームページでモデルケースとして紹介されることとなった。
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例えば、委員会活動等で、教員、和歌山大学教育学部保健体育専攻
のボランティア学生と児童が一緒になって、「体づくりキャンペーン」と銘打って、
昼休みに「全校あそび」やあそびの要素を取り入れた体づくりのトレーニング
の「場」の設定を考え、その内容を給食の時間に児童と一緒に校内放送を
するなどして、楽しさを全面的に打ち出した。

その中で、児童・学生・教員が関わる時間を増やし、お互いに協力しなが
ら共通の目標に向かって、楽しみながら学校を活性化させていく取組みとし
た。

（２） 「ひと・まち・つながる」 体づくり
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児童や学生たちの主体的な活動に刺激を受け、併設されている保育所と合同で全校でラジオ体操を実施するなど、学校と
しての新たな取組みも始まった。そのなかで、最も象徴的であったのは、運動会を体育専攻の学生ボランティアと一緒に準備・
練習段階から企画し児童や地域と一緒に創り上げていったことである。
プログラムの中には学生が主催し、体育専攻の学生と50メートル走を競う種目「和大生と
走ろう」や地域の人や参加者を借りてくる「借り人競争」、児童の種目への学生チームの参
加など、毎年種目を変えながら企画してきた。現在では、多くの人が参加し運動会を通して、
児童のがんばりと身体を動かすことの楽しさや人とのつながりが感じられる場となっている。

このように、「体づくり」を軸にした大学や地域との連携を進めていくことで、体力測定の数
値に改善がみられたのではないかと推察できる。

こうした取組みを進めるにあたって大切なことは、

①体づくりが継続的な活動となるために、児童が楽しみ
ながら主体的に取り組めるようにすること

②児童と一緒に楽しんで取り組むメンバーを増やすこと

の２点が挙げられる。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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「ひと・まち・つながる」体づくりの取組みを進めると同時に、児童の運
動時間に関する実態を把握するために調査を行った。下図は、平日と
休日の運動時間の変化を示している。運動時間は体育の授業は含ま
ないが、放課後や休み時間に外遊びをすること、運動系の習い事は運
動時間に含めている。特徴的なことは、休日の運動時間において
「０分」が圧倒的に多いことである。

これらのデータを基に、職員間で客観的に児童の運動時間が把握で
きたことで、体育委員会などの委員会活動を通じて、児童にこうした課
題をどのように解決していくことができるのかを問いかける材料となり、体
育の授業改善や休み時間の使い方の改善のための指標となった。

外遊びの工夫

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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生活習慣調査用紙

（３） 「ひと・まち・つながる」 健康教育

これまで、健康教育の充実を養護教諭を
中心に行ってきた。

年間２回実施している生活習慣調査は、
子どもたちが自分自身の生活習慣の課題を
見つけやすいように、時間軸利用の研究手
法をもとに、テレビやスマホ等、自分たちが
使った時間を数直線上に記入していくように
工夫し、生活習慣を「見える化」した（右図
参照）。

単純に決めた時間を守るということよりも、
自分自身がどのように１日の時間を使って
いるのかをふり返って自身を客観視すること
を主目的とした。これは本人だけでなく、保
護者や教員にとっても「朝起きてからすぐにス
マホを触っているからやめておこう」といった具
体的なアドバイスにつながり、児童にとっても
わかりやすくなり生活習慣の改善につながっ
た。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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下図は生活習慣調査における平日と休日の就寝時刻の変化を示している。
令和元年度には平日午後９時台までに67.1％の児童が就寝することができ
るようになった。生活習慣の乱れやすくなりがちな休日の就寝時刻も午後９時
台までの就寝時刻が54.6％に増加していることがわかる。

委員会活動を積極的に活用し、全校集会で劇をしたり、隣接する保育所へ
も出前授業をするなど児童の活動の場を広げ、健康教育に日常からかかわる
意識を持てるように工夫した。他者との交流を楽しみつつ、客観的な分析を用
いることで、児童自身が生活習慣を改善し、維持するきっかけとして機能してい
ると推察できる。

和歌山大学附属小の養護教諭による
出前授業

和歌山大学附属小学校と連携し、健康教育を積極的に取り組んでいる養
護教諭による出前授業を実施した。内容としては、歯磨き指導や自分の体を
守ること、また、生活習慣の改善について、児童が学び合いながら主体的に考
える授業を実施した。

保育所・小学校連携

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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（４） 「ひと・まち・つながる」 食育

これまでも食育を実践してきたが、学習内容の整理をし、地域の
人的・物的資源を生かした系統立てた学習に改編することにした。
そのポイントは、

①地域の自然環境や文化を活かし、児童が生産から消費まで
をできるだけ実感できる食育学習にすること

②地域の人材を積極的に活用し、生産者の顔が見えることで
食育が地域の人とのつながりによって支えられていることを
実感すること

③学校側だけでなく、参加した誰もがWIN－WINの関係を
作れるようにすること

の３つである。

これまで、地域の協力で栗拾いやひらめの稚魚放流等の体験学
習は行っていたが、それらを１・２年生は生活科、３～６年生は
総合的な学習の時間を中心に、６年間の中で系統立てて学習す
る食育や地域学習として位置づけた。次頁の図６は、行事と対応
する教科をまとめたカリキュラム・マネジメントの計画表である。

栗拾い

ひらめの稚魚 体験学習

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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計画表では、

①体づくり

②健康教育、生活習慣調査、運動会

③食育・地域学習領域の食育領域
（栗拾い、潮干狩り、ひらめの稚魚放流、
ひょうたんづくり、米作り、稲刈り、
手まり寿司づくり、梅採り、梅干しづくり、
梅シロップづくりなど）の３つに大別した。

これらの学習を教科等横断的な視点から
カリキュラム編成した。栗拾いやひらめの稚魚
放流などの単年度で完結する取組みもあれ
ば、田植え、稲刈り、梅採りなどのように経
験の蓄積を学習の軸に据えて６年間、体
験し続けるものもある。

図6．ひと・まち・つながる教育におけるカリキュラム・マネジメント年間計画
1年 2年 3年 4年 5年 6年 地域

2月

3月

1月

9月

10月

11月

12月

4月

5月

6月

7月

8月

ひと・まち・

つなげよう

自分たちの食に

ついて見つめ、

できることを考

えよう

岬のええとこ

発見だ

見つめよう

私たちのくらし

体力測定・生活習慣調査（保健・体育）

田植え（総合・理科）

深日交流発表会（ひと・まち・つながる教育）

生活習慣調査（保健）

田植え（社会・総合） 田植え（総合・理科）

稲刈り（生活） 稲刈り（総合・理科）

田植え（生活）

稲刈り（社会・総合） 稲刈り（総合・理科）

生活習慣調査（生活）

逆さ言葉

（総合・国語・社会）

食の安全

（社会・総合）

見つめよう私たちのくらし

（社会・総合・理科）

みさきめぐり

（社会・総合・外国語）

梅干しづくり（生活・国語）

音楽発表

体力測定

（ボランティア・和大生）

地域の方（水田管理者）

梅干し・梅ジュースづくり（総合・理科・国語） 地域の方（梅園管理者）

地域の方（水田管理者）

梅採り（総合・理科・国語）梅採り（生活・国語）

栗拾い（生活・図工・

国語）

潮干狩り（生活・国語）

生活習慣調査（生活）

手まり寿司づくり（生活・国語） 手まり寿司づくり（総合・国語） 手まり寿司づくり（総合・家庭科）

保幼小交流（生活）

給食指導（生活）

稚魚放流（理科・総合）

昔のくらし（社会・総合）

ふれあい喫茶（音楽・生活・道徳） ふれあい喫茶（音楽・総合）

ふれあい喫茶（国語・総合）

手まり寿司づくり

学校ボランティア

町長・町議会議員

岬町教育委員会

保護者

地域の方

運動会（体育）

折り鶴作成・平和登校日

深日漁協見学（社会・総合）

地域の方（梅園管理者）

深日小の年間行事と各学年の学習内容をもとに岡田作成

ふれあい喫茶（音楽・総合）ふれあい喫茶（音楽・総合）

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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＜「ひと・まち・つながる」食育の主な取組みのつながり＞

「ひと・まち・つながる」学習の
まとめ＆発表

①地域の自然環境や文化を活かし、児童が
生産から消費までをできるだけ実感できる
食育学習にすること

②地域の人材を積極的に活用し、生産者の顔
が見えることで食育が地域の人とのつながり
によって支えられていることを実感すること

③学校側だけでなく、参加した誰もが
WIN－WINの関係を作れるようにすること

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践

1年生
栗拾い

３年生
ひらめの稚魚放流 体験学習

学年単位で実施
する取組み

6年間学び続ける取組み

５年生 深日漁協見学

過去の体験から学びをつなぐ

梅採り・梅干し
梅シロップづくり
体験

米作り
稲刈り体験

縦割りで異学年交流を
しながら活動できること
もメリットになる

収穫したものを全児童が
地域の方と一緒に味わう

手まり寿司
づくり
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前ページで図示したように、地域の人的・物的資源を生かした系統立てた学習を進めるために、①～③の３つのポイント
を常に意識しながら、学校全体の食育に関する取組みのつながりを整理することができた。

この２年間の研究において、カリキュラム・マネジメントを意識した計画の見直しをする際に、教員が学年間の学びのつな
がりを意識することができるようになった。また、地域の方との連携を進めるにあたって、学校と地域が同じねらいを共有しな
がら取り組むことができ、従来から取り組んできた様々な取組みの価値を高めることができた。

それは、下記の児童の感想からも、ねらいとしていた①～③の３つのポイントが子どもたちにも浸透したことがうかがえる。
地域の特性を生かした交流によって新しい気付きや発見が生まれていることがわかる。

↑「いろいろな人がみんなのためによういしてくれて
ると思った。しおひがりはとれるところを教えてくれて
やさしいと思った。ふれあいきっさは、自分たちがえ
んそうしたらいろいろなことをほめてくれたり、お話を
できていろいろなことをほめてくれるんだなと思った」

自分たちのふだんの生活の中にあり、人口減少・少子高齢社会の影響
による自分たちの住む町の社会的な課題を児童と掘り下げることで、地域
を知り、見つめなおし、社会全体で考えていける取組みとなったのではない
かと考えている。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践
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これまで紹介してきた「ひと・まち・つながる」体づくり、健康教育、食育だけでなく、岬町や深日
地区の課題にスポットを当てた学習も実践してきた。

町内を走る南海電鉄多奈川線とコミュニティーバスは高齢者の生活に欠かせないものである一
方、利用者の減少は著しい状況にある。これらを３・４年生の児童を中心に子どもたちのアイデ
アで活性化させるプロジェクト学習を南海電鉄、岬町総務部、ふるさと創造部、岬町教育委員
会生涯学習課、プロの歌手、関西大学文学部地理学地域環境学の教授、龍谷大学社会学
部の教授らなどと協働して実施した。令和元年３月に深日港駅前でイベントを開き、平日の午
前中にもかかわらず１００人近くの来場者があった。

また、令和元年度には、深日地区のみに伝わる漁師の方言で
ある「逆ことば（さかことば）」をテーマに学習を深めた。深日独
自の方言である「逆ことば」は、大きいものを「小さい」、多いものを
「少ない」と表現するなど非常にユニークで特徴的である。そのた
め、関西のメディアでもたびたび取り上げられてきた。しかし、その
使い方や用法の真意には、決して相手を傷つけず、仲間意識を
高めあうために使うという背景があることは、ほとんど知られていな
い。こうした豊かな言語文化も継承者が著しく減っている現状に
ある。「逆ことば」に詳しい地域の方や、富山大学人文学部の教
授らの協力を得て、聞き取り学習をし、「逆ことば」の現状につい
て分析し、その成果を劇として地域で発表するなど、学習の成果
を社会還元させる取組みにつなげることができた。

（５）「ひと・まち・つながる」教育のひろがり

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践



地域の方からは、「ふれあい喫茶（※）への（ご
高齢の方の）増加が見られ、喫茶に活気があふれ
るようになった。以前はコーヒーをのんで早々に帰ら
れていた人達も長時間の滞在が見られ、生徒との
ふれあいを大切に感じます」や、「子供たちがふれあ
い喫茶で歴史や国際交流についての劇や発表をし
ているとき、年齢差を越えて同時体験しているよう
な気持ちになる人もいると聞いています」(右図参
照）とあるように、学習の成果が児童だけでなく、
地域の高齢者にも還元されていることからも、少子
高齢化している地域の活性化につながっているとい
える。

深日小の場合、効果的な学習を進めるにあたっ
て、重要な役割を果たしたのが岬町の生涯学習課
と岬町社会福祉協議会である。両者とも「生涯学
習」というテーマを持つことから、学校とご高齢の方
を結ぶ橋渡し役となり、町内外の団体やグループと
のパイプ役となってくれた。また、生涯学習課の持つ
イベント運営力、社会福祉協議会の持つ公益性と
地域に根差した活動は学校の持つノウハウとは違っ
たものであったことから、連携を深めたことで両者が
WINーWINの関係を築くことができた。

14岬町立深日小学校

深日地区民生委員の方の感想

※「ふれあい喫茶」とは、社会
福祉協議会と地区福祉委
員会が運営している子どもか
ら大人まで集える居場所（コ
ミュニティカフェ）のことである。
月1回実施され、小学生も
参加して、年間通じて世代
間交流を行っている。

１．「ひと・まち・つながる」教育を通した学びの実践



右表は「地域の人や大学生との交流はあなたにとって良い経
験でしたか」という問いを、３年生以上にアンケート調査した結
果である。全体の98.1％が肯定的な回答をしている。その上で、
カリキュラム・マネジメントの軸である「ひと・まち・つながる教育」を
通して、児童の気付きや学びの深まりについて考察したい。

15岬町立深日小学校２．取組みの成果について

「くりひろいでは、いのししがくりを食べるとは
思わなかったです。ひらめのちぎょほうりゅう
は魚のしゅるいはな（ん）百びきもいると
おしえてくれました。」

＜3年生児童の感想＞

＜6年生児童の感想＞

右及び下に示したのは、３年生と６年生
の感想である。平成26年度入学の６年生
は学校の変革を体験してきた学年である。

３年生と比較すると、他者との交流を通し
て、相手が喜ぶことが自分の喜びに変わり、
自分たちの自己肯定感や新たな気付きへと
つながっていることがわかる。

２．取組みの成果について

（１）子どもたちの変容について



16岬町立深日小学校

「ひと・まち・つながる教育」を通して、自分自身にどのよう
な力がついたのかを子どもたち自身でふり返った結果、人と
つながることの楽しさや他者への敬いを自発的にできるよう
になったことがわかる。地域の人材や資源を有効活用した
ことで深い学習につながった結果、自尊感情や他者への
共感、地域を見つめるまなざしも育成されてきていることが
みてとれる。 （右資料参照）

6年生児童の感想

こうした学習への前向きな気持ちは保健室の
来室者数の減少に顕著に表れている。右表は
年度別の保健室来室者数を示している。平成
27年度と比較すると1423人から447人へと約
70％も来室者数が減少したことがわかる。

これは、「ひと・まち・つながる」体づくりや健康
教育、食育の取組みによって、子どもたちがケガ
しにくい体をつくることができたり、健康的な生活
習慣が身に付いたりした結果であると考えられる。

２．取組みの成果について
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（２）まとめ

岬町立深日小学校

「ひと・まち・つながる」教育によって、児童や教職員は教室を出て、様々な人との交流や経験を通して知識や技能を身に
つけ、学校での学習活動の充実へと往還させてきた。効果的な学習にするためには、教職員が地域の人的・物的資源を
どのように捉え、把握し、つながるのか、そして、様々なつながりをどのように織りなしていくのかが最大のポイントであった。
学校と地域との連携を進めるにあたっては、日頃から、子どもたちのために学習できる環境はないかとアンテナを張って、積
極的に外部とのつながりを求めていくことが大切である。時には、厳しいご意見をいただくこともあったが、真摯に受け止め、
前向きに進めていくことで、少しずつ学校の取組みを理解してくれる輪が広がっていった。その土壌づくりをあきらめずにできる
かどうかがポイントとなる。そうした人と人とのつながりの中で、じっくりと時間をかけて信頼関係を築きながら、「子どもたちにこ
んな力をつけたい！」という思いを共有して、めざす子ども像を一緒に考えて進めていくことで、効果的な連携ができると
考えている。

最後に…

※こうした学校と地域の取り組みの発信が評価され、令和２年３月
からスポーツニッポン（株）との共同企画で、「このゆびと～まれ」と
題して、本校の活動内容を定期連載で配信することになった。
学校の取組みと変容について地域の方だけでなく、より多くの方々
に知っていただく機会として情報発信に努めている。人口減少・少子
高齢社会は深日地区のような比較的都市部に近い地域でも深刻な
問題であり、深日小の取り組みを全国に向けて発信することで、児童
数の減少・人口減少・少子高齢社会といった課題を共有する多くの
自治体や小学校の活性化のヒントになってほしいと願っている。

２．取組みの成果について


